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1. 研究の概要
1-1. 背景と目的
都市部において水辺は人々の活動と密接な関係を築
いてきた。近年では水辺を都市のアメニティを向上す
る要素として注目されており , 福岡市においても , 水
辺を眺望するオープンスペースの整備や , 店舗を備え
たビルの立地が進んでいる 1)。そのため水辺の景観は
都市のアメニティの重要な要素の一つである。
また、本研究の対象である中洲地区においては , 高
層ビルの建築から 50 年に迫っており , 今後建て替え
が進み , 景観が大きく変化することが予想される。こ
うした状況の中で , 本研究では中洲地区の景観の形成
過程を看板・広告物の立地に着目し , 土地利用と都市
機能の整備の観点から分析し , 今後の水辺の景観を考
える為の基礎的資料となることを目的とする。
1-2. 既往研究の整理と本研究の新規性
古写真に基づいた河川景観を取り扱った研究として
平岡ら 2) は長野県天竜川において高度経済成長期以
前に撮影された写真を用いて , 土木整備による視覚的
分断や住民の河川整備に対する意識の希薄さを指摘し
た。また , 萩島 3), 鵤ら 4) の一連の研究では , 風景画に
描かれた河川景観の構図を分析し , 風景画に描かれた
河川の特徴を明らかにした。これらは郊外部や歴史都
市を対象にしている。水辺の利用に関する研究として
宮崎ら 5) は , 文献資料から博多川・那珂川周辺の近代
以降の水辺利用の特徴を土地利用 , 都市構造の観点か
ら分析した。本研究は , 近代以降の沿川市街地の景観
変化を , 特に看板・広告物の立地と土地利用の観点か
ら分析する点において新規性がある。
1-3. 研究対象地
本研究では対象地として福岡市中心部を流れる那珂
川を選定し , 複数の写真から河川沿いの建築物が判読

できる中洲 4丁目及び , 中洲 5丁目と中洲 2丁目の一
部（西中島橋〜春吉橋）を分析の対象とした (図 1)。
これらの範囲を「東中洲」, と呼称する。
1-4. 研究の構成と手法
2 章では景観の復元図をもとに各年代の景観の変化
について分析する。3章では , 住宅地図等の古地図や
郷土史資料 , 関係者へのヒアリング調査から , 主要な
施設の分布や土地所有の変遷を把握し , 中洲の成長過
程や土地利用の変化の一端を明らかにする。4章では ,
景観を構成する要素の一つとして広告物に着目し , 立
地や数量の変化について分析する。以上を踏まえて 5
章では , 中洲の景観の形成過程とその要因について ,
眺望性の変容と併せて考察する。

2. 東中洲の景観の変化
2-1. 分析の枠組み
文献資料と絵葉書 (1) から戦前 , 戦後 3 年代及び現
在の景観復元図を作成し (2)( 図 2)、住宅地図等から建
物の用途を把握した。当該地区は戦災復興により , 道
路骨格が一新されたため , まず , 戦前期と戦後期の景
観を比較する。戦後期は研究対象地を街区 A~F に分
割し , 各年代ごとに景観の変化を分析する。景観の変
化には建築物や屋外広告物の建て替え / 解体（新設
/撤去）等の建築物の存非による変化と , ファサード
の改修等による建築物の変容による変化があるが , 本
研究では資料的制約から前者の大きな変化に限定し ,
ファサード等は特筆すべき点のみ言及する。なお , 街
路樹や植栽等は写真の撮影時期により変化するため考
慮しない。
2-2. 建築物の変化
戦前期の東中洲の景観は河川に隣接した 2層〜 3
層の低層木造建築物（以下、低層木造）を中心に構成
されていたが , 明治通り沿いには広告塔や RC構造の
建築物が立地した。1945 年 , 建物疎開や福岡大空襲
により河川沿いの低層木造は解体・焼失し , 跡地は戦
災復興事業により歩行者空間に一新された。戦後 10
年経過した 1956 年頃の東中洲は , 明治通り付近の街
区A〜 Cでホテル (A1-2,A1-3,A1-4) やテナントビル

河川沿いの看板・広告物に着目した景観の変化に関する研究

余語　大地

- 福岡市中洲地区を対象として -

図1　研究対象地

昭
和
通
り

明
治
通
り

国
体
道
路

東中島橋

西中島橋 西大橋
中洲懸橋

中洲新橋

博多橋

春吉橋

水車橋

福博であい橋

博多大橋

中洲1丁目

中洲2丁目

中洲4丁目

西中洲

中洲3丁目

中洲5丁目中洲中島町

清流公園研究対象地

天神中央公園
水上公園

A B C D E F

N



4-2

(B1-1,B2), 劇場 (B3-1,B3-2), 事業所（C1-1）が立地
し ,RC 建築物が立ち並ぶ ( 表 1)。その他の街区では
一部RC建築物の立地 (E10,F1-1) が見られるものの ,
大部分は低層木造で構成されている。1974 年頃の東
中洲は街区 Aにおいてホテル３棟 (A1-2,A1-3,A1-4)
が博多城山ホテル (A1-1) に建て替わり , 低層木造
(B4-1) の他 , 街区 C〜街区 Eの低層木造群において
も 10 棟の RC 建築物 (C2,C3,D1,D5,D7,D9,E4,E7-
1,E9,E11,E13) が登場し、中洲の景観が大きな変貌

を遂げた。1987 年頃になるとさらに街区 Eの低層
木造 4 棟 (E2,E5,E8,E14) が建て替えられ , 高層のテ
ナントビルが立ち並ぶ。この年代では街区 A,B,C,F
では大きな変化は見られない。その後 ,2020 年にか
けて街区 A,B,C,F で RC 建築物が建て替えられ , さ
らに高層化した。特に 2010 年以降建て替えられた
A1,B1,C1,E7,F3 ではファサードの大部分をガラス窓
が占めており , 中洲全体の景観が大きく変化した。
2-3. 屋外広告物の立地
戦前期の屋外広告物は明治通り沿い周辺に目立って
立地していた。1956 年頃は街区 A,B に立地した RC
建築物に屋外広告物や広告塔が設置された。高さの
ある建物の壁面を利用して , 河川に対して正面に設置
されており , ホテル名や劇場の放映作品など建物に関
連した内容が中心である。1974 年頃は街区C〜 Eに
立地した RC建築物 10 棟のうち ,6 棟に屋上設置広告
物が確認された。河川に対して斜めを向くように設置
されており , 内容は酒類に関連した企業広告が特徴的
である。1987 年は新たに屋上設置広告物が確認され
た一方で ,C2,D9 で屋外広告物が撤去される動きが見
られた。しかし現在 , 街区 A,B,C,F で建て替えられた
後の高層建築物 (A1,B1,B3,C1,F3) や , 街区 C,D,E に
新たに立地したRC建築物 (D2,E3,E6,E7,E12) には屋
上広告物が確認されなかった。さらに複数の建築物
(D1,E11,E13) で屋外広告物が撤去されている。
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1956 年頃
番号 建物の

種類 用途 屋外広告物
・看板の有無

A1-2 ホテル
ホテル
ホテル
テナントビル
テナントビル
劇場
劇場
飲食店

飲食店
飲食店
飲食店
飲食店
飲食店
飲食店
飲食店
飲食店
飲食店
飲食店
飲食店
飲食店
飲食店

飲食店

飲食店
飲食店
飲食店
飲食店
飲食店
飲食店

飲食店

旅館

事務所

テナントビル

事務所
飲食店

飲食店
飲食店
飲食店
飲食店

商店

RC/S
RC/S
RC/S
RC/S
RC/S
RC/S
RC/S
木造
RC/S
木造
木造
木造
木造
木造
木造
木造
木造
木造
木造
木造
木造
木造
木造
木造

木造

木造
木造
木造

木造
木造

木造

木造

木造
木造

木造
木造

非建蔽
非建蔽

RC/S

RC/S

A1-3
A1-4
B1-1
B2
B3-1
B3-2
B4-1
C1-1
C2-1
C3-1
D1-1
D2-1
D3
D4
D5-1
D6
D7-1
D7-2
D8
D9-1
D9-2
D9-3
E1
E2
E3
E4-1
E5-1
E6-1
E7-1
E8-1
E9-1
E10
E11
E12-1
E13-1
E14-1

F1-1
F2-1
F3-2

1974 年頃
番号 建物の

種類 用途 屋外広告物
・看板の有無

ホテル

テナントビル
テナントビル

テナントビル

テナントビル

テナントビル

テナントビル

テナントビル

テナントビル

飲食店

飲食店

飲食店
飲食店
飲食店

飲食店

飲食店

飲食店

事務所

テナントビル
テナントビル

テナントビル

テナントビル

テナントビル

RC/S

RC/S
RC/S
RC/S
RC/S
RC/S
RC/S
RC/S
RC/S
RC/S

RC/S

RC/S

RC/S

RC/S

RC/S

木造
木造
木造

木造

木造

木造

木造

木造

木造

非建蔽
非建蔽

RC/S
RC/S

RC/S

テナントビル

テナントビル

RC/S

RC/S

RC/S

A1-1

B1-1
B2
B3-1
B3-2
B4
C1-1
C2
C3
D1
D2-1
D3
D4
D5
D6
D7

D8

D9

E1
E2
E3
E4
不明
E6-1
E7-1
不明

不明

E9
E10
E11
E12-1
E13
E14-1
E14-2
F1
不明
F3-1

1987 年頃
番号 建物の

種類 用途 屋外広告物
・看板の有無

ホテル

テナントビル
テナントビル

テナントビル

テナントビル

テナントビル

テナントビル

テナントビル

テナントビル

テナントビル

テナントビル

カフェ
事務所

カフェ
事務所

飲食店

飲食店

飲食店
飲食店
飲食店

飲食店

飲食店

飲食店

事務所

テナントビル
テナントビル

テナントビル
テナントビル

テナントビル

テナントビル

RC/S

RC/S
RC/S
RC/S
RC/S
RC/S
RC/S
RC/S
RC/S
RC/S

RC/S

RC/S

RC/S

RC/S

RC/S

RC/S

RC/S
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木造
木造
木造

木造

木造

木造

非建蔽

RC/S
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テナントビル

テナントビル
テナントビル

RC/S

RC/S

RC/S

A1-1

B1-1
B2
B3-1
B3-2
B4
C1-1
C2
C3
D1
D2-1
D3
D4
D5
D6
D7

D8

D9

E1
E2
E3
E4
E5
不明
E7-1
E8
E9
E10
E11
不明
E13
E14

F1
不明
F3-1

2020 年
番号 建物の

種類 用途 屋外広告物
・看板の有無

事務所

テナントビル
テナントビル

テナントビル
テナントビル

テナントビル

テナントビル

テナントビル

テナントビル

テナントビル

テナントビル
テナントビル

テナントビル
テナントビル

ホテル

飲食店

飲食店

飲食店
飲食店

飲食店

飲食店

飲食店

飲食店

飲食店

壁面利用広告物
（黒塗りはネオン看板等 ,夜間に発光する看板広告物を指す）

屋上設置広告物 (突出広告物は分析対象から除外）

テナントビル
テナントビル
テナントビル
テナントビル
テナントビル

テナントビル

テナントビル

RC/S

RC/S
RC/S
RC/S
RC/S
RC/S
RC/S
RC/S
RC/S
RC/S

RC/S

RC/S

RC/S

RC/S
RC/S
RC/S

RC/S

RC/S
RC/S

RC/S

木造
木造

木造

木造

木造

RC/S
RC/S
RC/S
RC/S
RC/S

テナントビル

テナントビル
テナントビル

RC/S

RC/S
RC/S
RC/S

A1

B1
B2
B3

B4
C1
C2
C3
D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7

D8

D9

E1
E2
E3
E4
E5
E6
E7
E8
E9
E10
E11
E12
E13
E14

F1
F2
F3

木造低層建築物
RC/S 造（5層以下）
RC/S 造（6層以上）

非建ぺいの場所
構造不明・立地不明の場所

図2　各年代の復元立面図
表1　戦後各建物の用途と屋外広告物の有無
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3. 那珂川沿いの土地利用と建物の変化
本節では文献資料 6)~10) をもとに各街区の形成過程
や土地利用 , 建物の変化の特徴を分析する。
3-1. 橋の架橋と交通基盤の強化
中洲地区の誕生は福岡城下町建設頃と言われてい
る。慶長 6 年 (1601 年 ) 博多部と福岡城下町をつな
ぐ交通路として博多川と那珂川にそれぞれ東中島橋と
西中島橋が架橋された。この時期には中洲への交通路
はこの西中島橋と , 中洲南部に渡る春吉橋のみであっ
た。1887 年 , 山崎藤四郎によって中洲橋が架けられ
た。この橋は 1908 年西大橋に架け替えられ ,1910 年
に福博電車（以下 , 市内電車）が開通した。また ,1909
年に現在の中洲懸橋の場所に新しく春吉橋が架橋され
た。これにより東中洲への足が大きく改善された。
戦後 , 戦災復興土地区画整理が施行され , 道路整備
や川沿いの歩道整備が実施された。その後 ,1975 年に
市内電車が廃止され , 地下鉄開通に合わせて 1981 年
に西大橋が架け替えられた。天神では県庁が移転した
跡地に西中洲につながる天神中央公園が開園した。さ
らに , 翌年福博であい橋が架橋されたことにより , 天
神から中洲に至る歩行者空間が大きく変容した。
3-2. 研究対象地の形成時期
西中島橋が架橋されてから , 北新地（中洲中島町）
にはメインストリートが形成され , 御用商人の京谷な
どが立地し , 元禄年間 (1700 年頃 ) には繁華街が形成
されていた。さらに ,A 街区を含む西中島橋から現在
の西大橋にかけて馬場が造られ , 近傍には料理屋 , 茶
屋等が立地しはじめた。一方で明治通り以南の街区B
〜街区 Fは耕作地帯であった。
街区B〜 Fが市街化するのは 19 世紀末頃である。
1848 年中洲中島町の南側に福岡藩精錬所が誕生し ,
小銃 , 陶器 , ガラス , 写真技術などの研究機関として
利用された。そして 1887 年 , 第 5 回九州沖縄八軒連
合共進会 (以降 , 共進会 ) が開催された。会場には県
有地であった ,(B 街区を含む )岡新地が選定され , 大
会関連施設である共進館 , 福岡クラブ等が建てられ

た。C街区を含む一画には ,1898 年福岡電話交換局が
立地した。D~F街区は ,大規模施設の立地は無く ,「中
洲券番」を契機として発展した。明治初期、千代町の
「新茶屋」の楼主、伴蜂籠が東中洲に料理屋を開業し
たことで , 東中洲に目を向ける商人が増え ,D街区の
位置する東中洲に芸妓置屋を開業する商人に金銭や家
を提供する金融機関「中洲貸金貸家合資会社」が設立
された。明治 29年 (1896 年 )に中洲券番を完成させ ,
中洲の「相生券番」「水茶屋券番」とともに , 当時の
3大券番として競合した。それ故 , この通りは券番通
りと称され , 料理屋や料亭が繁盛し ,B~F 街区の川沿
いには , 料理屋 , 待合などが次々に立ち並んだ再6)。
3-3. 土地利用と土地所有の変遷
本節では各街区の市街化後の土地利用と土地所有の
変遷をまとめる。街区Aの福岡藩精錬所の跡は医師 ,
前田凌海と豪商 , 村上義太郎の邸宅となった。前田邸
には明治 16 年 (1883 年 )「松居織工場」が立地した。
街区 Bは共進会跡に「九州劇場」が立地し , 街区 B,
街区 Cの券番通りには飲食店などが軒を連ねた。
「ブラジレイロ」やその他の川沿いの低層木造は
1945 年の建物疎開により姿を消した。また , 福岡大
空襲により街区Bの「中洲ビル」, 街区 Cの「電話交
換局」,「玉屋デパート」,「福岡大映映画劇場」を除き、
全て焼失した。街区Bの九州劇場跡には ,1951 年「東
宝劇場」、1952 年「松竹映劇」,1953 年「大洋ビル」が ,
街区 Cの「電話局」の構内の一部には ,1952 年「サッ
ポロビール九州支店」が置かれた。戦後中洲では「楽
天地建設協同組合」をはじめとして、集団建設が複数
箇所で取り行われ、木造瓦葺き二階建の商店が建設さ
れて行った再7）。街区D〜 Fの低層木造群もこの時期
に建設されたと推察できる。
3-4. 現在までの土地所有の変化
1960 年代 , 街区 C~F の低層木造が建て替わり高層
化したが ,14 棟の建築物が福岡市内に拠点を置く法人
による所有であったことが確認された。その内4棟は,
現在県外に拠点を置く法人による所有に変わった(3)。
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図3　各街区の土地利用の変遷と広告塔・屋外広告物の分布
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4. 中洲界隈における屋外広告物の集積とその要因
4-1. 広告塔・屋外広告物の立地の変化
明治期の川沿いの広告は、中島町付近の「松居織工
場」のみであった。しかし , 西大橋が竣工し , 市内電
車が開通してからは , 明治通り周辺に広告物が集積し
た。西大橋東詰では,第13回共進会時(1910年)に「酒
の萬代」の広告塔が、大正 12 年 (1923 年 ) には「福
助足袋」の広告塔 ( 再図 2) が登場し , 西大橋西詰に
おいても ,1936 年頃に「グリコ」の広告塔が登場した。
この他に , 明治通り付近に立地する飲食店等には歩行
者の目を引く看板が設置されており , この時期には中
洲のメインストリートが中島町から明治通りへ移行し
ていることがわかる。
昭和期に広告物が集積した明治通り近傍には戦後も
広告物の立地が確認された。建物疎開跡地には , 遊歩
道が整備されるまでの間 ,「森永」や「セイコー」の
広告塔が登場した。その後 , 昭和 30 年前後に立地し
た「花関ビル」や「日活ホテル」をはじめ東中洲の広
範囲で屋外広告物が設置された。一方 , 西大橋西詰で
は戦後期にも広告物が登場し ,「森永」,「白鶴」など
の広告塔や大洋映画劇場による放映作品の看板が掲出
された (4)。これらの広告物は1980年以降確認されず ,
西大橋の架け替えに伴い撤去されたと推察できる。
昭和 40 年代にかけて屋外広告物が集積した一方
で ,1990 年以降に立地する建築物には屋外広告物が掲
出されない傾向にある。建替時に屋外広告物の設置を
検討するも , 広告のスポンサーがつかないために , 実
現しなかった例があり , 広告媒体の重要性が変容して
いるためである（5）。この他 , 屋外広告物を設置してい
た建築物においても広告物が撤去されたことで中洲全
体の看板・広告物の数は減少した。
4-2. 屋外広告物集積の要因
本節では中洲地区に屋外広告物が集積した要因を考
察する。屋外広告物は通常 , 人目につく場所に設置さ
れる。その点では , 中洲地区への通行・滞在できる機
会や場所が増加したことが要因の一つにあげられる。
西大橋架橋後 , 明治通りは中島町に並んで , 主要な交
通経路として機能していた。特に那珂川両岸には , そ
れぞれ福岡市内電車の電停が設置され , 他の通りに比

べ多くの利用客が通行する場所となった。さらに戦後,
歩道整備や公園の開園等により , 人々が滞在できる場
所が増え , 東中洲への眺望性が向上した。
もう一つの要因に , 昭和 30 年ごろ「大洋ビル（中
洲大洋映画劇場新館 )(B2)」,「東宝映画劇場 (B3-1)」,
「福岡松竹映劇 (B3-2)」が立地したことがある ( 再
図 2)。街区 Bは天神方面からのアイストップの位置
にある（図 4）。この場所に単に広告塔のようなメディ
アに留まらない , 映画という活動と関係性の高い看板
が立地したことで多くの利用者の目にとまるように
なった。そのため東中洲一帯の宣伝効果が向上し , 昭
和 40 年代の高層化した建物にも屋外広告物が設置さ
れたと考えられる。

5. 研究のまとめ
本研究では写真や絵葉書等の歴史的資料をもとに、
河川沿いの看板・広告物の立地から、景観の形成要因
を分析した。中洲地区では近代以降の大規模施設と
して開発された場所が戦後 , 東中洲の機能の骨格なり
人々が通行・滞在する場所が広がったことで広告物が
集積し , いわゆる「中洲の景観」が形成された (6)。
昭和 40 年代に建設されたビル群は再び建て替えの
時期に差し掛かる。加えて , 景観行政は現在 , 広告物
の掲出に関して中洲地区に限定した制限 , 制度等は設
けておらず (7), 掲出される看板・広告物はさらに減少
し , 中洲特有の景観はさらに変化する可能性がある。
中洲特有の景観の価値や保存の必要性を議論するこ
とが望まれ , 本稿はその一助となることを期待する。
なお , 本研究は中洲の一部の地区に限られている為 ,
対象範囲の拡大や , 復元立面図の精度の向上などは建
物の個別の事情の分析と合わせて今後の展望とする。
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脚注
(1)�景観の復元図においては , 古写真 , 絵葉書から 89 枚の写真を使用した。
(2)�立面図の作成については、空中写真や住宅地図（福岡地典、福岡市縦横無尽図）から
建物の位置と概形を把握し、古写真上で透視図を用いておおよその高さを算出した。
建物表面の凹凸や開口部等は写真から判読できる部分に限定して図面に反映させた。

(3) 一般財団法人民事法務協会登記情報提供サービスによる。
(4) 株式会社大洋映画劇場へのヒアリング (2021.1) による。
(5) 九州ネオン電機株式会社へのヒアリング (2020.11) による。
(6)1975 年山陽新幹線が開通した ,1980 年前後に発刊された中洲の飲食店を取り上げ
た書籍には , 屋上に広告物を設置するビル群の写真が散見される。
(7) 福岡市都市景観室へのヒアリング（2020.12）による。
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